平成１７年４月２７日

アセトン、ＭＩＢＫ，ＤＡＡの価格修正について

　三菱化学株式会社

　三菱化学株式会社（本社：東京都港区、社長、冨澤　龍一）は、本年５月１日出荷分より、国内向けのアセトン、ＭＩＢＫ（メチルイソブチルケトン）、ＤＡＡ（ダイアセトンアルコール）について価格修正を実施することと致しました。

弊社は、昨年１０月に４Ｑの国産基準ナフサ価格を３５，０００円／ＫＬ以上と見込んで、アセトン、ＭＩＢＫの国内価格につきまして昨年３回目の価格修正を行いました。しかしながら、ナフサ価格はその後も更なる高騰を見せ、本年４－６月期は３８，０００円／ＫＬと見込まれます。また、アセトンの主原料であるプロピレンの国内価格の決定方法について、従来ナフサ価格に連動していたフォーミュラが、プロピレンの海外市況の高騰を受けて、修正される方向にあることから、更に大幅な上昇が見込まれます。以上のような状況の中で､弊社の製品コストも大幅に上昇しており弊社と致しましても、自助努力によるコストアップ吸収に最大限努めておりますが、これまでの価格修正幅だけではとてもコスト上昇幅をカバーできない状況まで至っております。

以上の状況を鑑み、今回、５月１日出荷分から更なる価格修正をお願いせざるを得ない状況となりました。修正幅はアセトン＋１７円、ＭＩＢＫ＋２２円、ＤＡＡ＋２２円をお願いすることと致しました。

1． 原燃料前提

· 国産基準ナフサ価格：　３８，０００円／KＬ

2． 対象製品／値上げ幅

· アセトン：　１７円／ｋｇ

　 ＭＩＢＫ：　　２２円／kg

　　ＤＡＡ：　　　２２円／kg

　　　　　　　  

3． 時期

平成１７年５月１日出荷分以降

以上

